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In this project, I integrated the various activities of the city. The ground floor is connected the hustle and 
bustle of the city as a commercial zone. In the second and third floors, the public facilities such as libraries and 
halls, and closed program such as sports gym and clinic is arranged, has become a place to spend quiet. Fourth 
floor will be a place of active activities such as tennis courts and futsal ground. It is creating a field that can 
move the body in the cities. On the floor, such as SOHO and residential and office are located from the fifth 
floor. It is private and calm space that is connected to the city. Thus, this architecture “Complex City” 
swallowed a variety of activities of the city and is going to be the city itself. 
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１． はじめに 
形態と機能の関係性についてはこれまで多くの議論が
なされてきた。ルイス・サリヴァンは、「形態は機能に
従う」という、建築物の寸法、量感、空間文法及び他の
特性は、ただ建築物の機能のみによって決定されるべき
であるという信念を示した。これは、機能の側面が満足
されれば、建築的な美は自然にそして必然的についてく
るということを意味している。一方で、フィリップ・ジ
ョンソンは、建築家には機能的な責任はないと主張し、
「形態は私の知らないところからやってくる。しかし、建
築の機能や社会学的な面とはまったく関係ない。」と述
べている。「形態は機能に従う」これは今もわれわれの
建築を考える根拠として今でもなお君臨していると言え
るだろう。しかし、フィリップ・ジョンソンの言葉は、
建築の形態を機能によって拘束することの限界を示唆し
ており、今日建築に要求されることの多さを考えると、
「形態と機能」よりも広い概念で建築を捉えることの重要
さを示している。では、何が建築の形態を決定するのか。	 
	 この問題に対し、ベルナール・チュミは「建築とは空
間、イヴェント（出来事）、動きが組み合わされたもの
である。」と述べ、さらには「建築は花火だ。役に立た
ないが価値があるもの。」とも述べており、「空間が誘
発するイヴェントの重要性」を見出している。	 
また、レム・コールハースは「ヴォイドの戦略」に代
表されるように、建築に要求される様々なプログラム、
部屋のカタチに対してその「組み合わせ方」、「並べ方」
を一新することで、空間にハプニングを起こし、よりダ
イナミックな建築を実現させた。	 
複雑なプログラムを解き、イヴェント（出来事）を誘
発する建築こそが今日求められる建築なのではないか。	 
	 今日東京のいわゆる木密といわれる地域は再開発によ
って、大きな建築が建ちはじめている。住宅街に突如と
して大きなマンションや商業施設が現れる光景はものす
ごいインパクトがある。私は再開発という行為は日々、
新陳代謝を続ける都市において、必要なものだと考えて
いる。問題なのは、ただ闇雲に矩形のビルやマンション
をつくっている現状なのではないか。	 
	 
本計画では、建築の形態をつくる上で、「プログラム
の組み合わせ方・並べ方を革新する」ことで、「ハプニ
ング、イヴェント（出来事）を誘発する」建築の可能性
について探る。また、再開発における建築の形態を用途・
プログラムの組み合わせ方・並べ方を変えることで、街
の歴史を遺しながらも、よりクリエイティブな楽しいま
ちを構想し、提示する。	 
	 
２． 設計・研究要旨 
（１） Type 化された建築 
	 現在、街に溢れる多くの建築は建築計画学によって、
分類・体系化（Type 化）されている。特に、大規模で公
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共性の高い建築物の設計には建築計画学的な手法が必要
とされている。	 
	 建築を Type 化することによって、建築用途に合わせた
施設計画が容易になり、運営者・利用者にとって“使い
やすい”施設が実現されるという利点がある一方で近年、
コンバージョンやリノベーション建築が注目を集めてお
り、これはある用途（機能）の為につくられた建築（形
態）が、他の用途に変更されるときに起こる不合理な状
況が、今までになかった新しい空間を生み出す可能性を
秘めていると言えるだろう。言い換えると、ある用途の
為にType化された建築がそのまま流布されることにより、
実はその用途によって起こるかもしれないおもしろいこ
と（人と人との新たな関係性）を排除してしまうことに
成りかねないといえる。	 
（２） コピー・アンド・ペーストによって満たされた
街 
現在の東京の都市を見てみるとその多くが、ただ単に
スラブを積層しただけの、いわゆる積層建築によって満
たされている。「積層建築」は「ドミノシステム」の発
明によって可能になった、近代建築の賜物である。それ
が効率性、機能性の面から、市場経済と結びつき、これ
まで勢力を拡大してきた。これにより、残念なことに今
日の東京の都市はどこへ行っても同じような風景が広が
ってしまっている。 
ここで私が問題だと感じるのは、Type 化された、ひと
つの建築のコピー・アンド・ペーストが、安易に行われ
ていることである東京の街は安易なコピー・アンド・ペ
ーストによって本来的な都市の魅力である、散策性やそ
の空間体験を失い、地上の活動と切り離された世界が氾
濫している。 
（３） “複合商業施設”という建築 Type 
複合商業施設は、ショッピングセンターをはじめ飲食
施設や映画館、遊技場などの娯楽施設といった複数の施
設が集まっている建物、地域の総称である。 
複合商業施設の問題点は、その周辺の地域との断絶で
ある。1.建築ヴォリュームの断絶。複合商業施設は主に再
開発によってつくられることが多いため、土地をすべて
クリアランスしてから建てられる。そのため、大きな建
築ヴォリューム（外界と断絶された室内空間）＋オープ
ンスペースという名の使われない空き地（使い方がわか
らない空き地）としてつくられている。 
2.歩行ネットワークの断絶。再開発によって従来まちの
人々の歩行ネットワーク、交流の場として機能していた、
既存の道や路地がすべて取り払われ、街から隔絶されて
いる。人々は「購買」という行為を持ってのみ、人々と
つながり、それぞれ家へと帰っていくのである。 
 
（４） 異なる用途の複合とその構成 
複合商業施設のように、ショップやスーパー、レスト
ランなどの建築用途のみが集まった施設、つまり「購買」
という行動を前提とした市場ベースの複合建築ではなく、
公共施設やオフィス・住居など様々な用途が複合した建
築、街そのもののような建築とはどのようなものか。 
ここでは、「異なる建築用途を複合する」ことについ
て、ベルナール・チュミとレム・コールハースの思想・
事例を挙げ、考察する。 
 
（５） 建築と都市 
よりアクティブで、よりエキサイティングな都市へ。
都市は、思いもよらない楽しい活動で満ち満ちている。
ロマンチックな夜景、休日の公園、屋上でバーベキュー、
歩行者天国、公園で読書、ビルの屋上でゴルフ（？）私
は建築の力を信じたい。都市に溢れるたくさんのアクテ
ィビティ、思いもよらぬ出来事、そのすべてを内包でき
る建築。強制するのではなく、そのすべてを受け入れて
くれる建築。それが私の目指す建築だ。 
 
３． 計画	 Design 
本計画では、都市の様々なアクティビティを集積させ
る。地上と連続する１階では商業ゾーンとして都市の賑
わいをつなぐ。２、３階は、図書館やホールなど公共施
設、クリニックやスポーツジムなどの閉じた用途を配置
し、落ち着いて過ごせる場となる。４階レベルはテニス
コートやフットサル場などのアクティブな活動の場とな
り、都市に体を動かせる場をつくりだす。さらにその上
階を、オフィスや SOHO、住居などのプライベートな場
とし、都市と接続しながらも、落ち着いた空間とする。
このように都市の様々なアクティビティを飲み込んだこ
の建築は都市そのものになるだろう。 
 
	  
図 1	 1F 街路	 
	 
	  
図 2	 2F 図書館	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図 3	 3F 図書館	 
	 
  
図 4	 外観イメージ	 
 
４． 結 
	 本計画では、「プログラムの組み合わせ方・並べ方を
革新する」ことで、「ハプニング、イヴェント（出来事）
を誘発する」建築の可能性について思考してきた。結果
的に都市の様々なアクティビティを内包する建築の姿を
示すことが出来たのではないだろうか。私は建築の力を
信じている。都市における様々な条件・規制・活動をす
べて受け入れてもなお、建築は成立する。	 
	 
謝辞：修士設計・修士論文に取り組むにあたって、多く
の方にご協力を賜りました。研究室の指導教官である富
永譲教授には、学部時代のスタジオ、卒業論文、卒業設
計、ゼミ活動、就職活動、そして修士設計・論文と、多
くの助言、そして叱咤激励をいただきとても感謝してお
ります。ありがとうございます。また、副査をしていた
だいた、渡辺真理教授、下吹越武人教授にも学部時代か
らお世話になっており、今回の修士設計においても多く
のアドバイスをいただき、ありがとうございました。そ
して何よりも、６年間、勉強に専念させてくれた家族に
最大の感謝を込めて。 
 
参考文献 
1)・「GA DOCUMENT EXTRA 10」	 バーナード・チュ
ミ	 1997 
2)・「建築と断絶」	 バーナード・チュミ	 鹿島出版会	 
1994 
3)・「EL CROQUIS 131/132 OMA/AMO REM KOOLHAAS 
VOL.I 1996-2003	  レム・コールハース」 
4)・「EL CROQUIS 53+79 OMA/Rem Koolhaas	 1987-1998	 
レム・コールハース」 
5)・「錯乱のニューヨーク」レム・コールハース	 鈴木
圭介訳	 筑摩書房	 1995 
6)・「ユリイカ	 詩と批評．特集レム・コールハース	 行
動のアーキテクト」	 2009 年 6 月号	 青土社 
7)・「10+1 No.49	 特集＝現代建築・都市問答集 32」	 五
十嵐太郎、塚本由晴、白井宏昌	 ほか	 2007 
8)・「10+1 No.50	 特集＝Tokyo Metabolism 2010/50 Years 
After 1960」	 八束はじめ、菊地誠、今村創平ほか	 2008 
Hosei University Repository
